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Font Museumの公開
Opening the Font Museum to the Public
長村 玄*   小町 祐史†   上村 圭介‡

　Gen NAGAMURA*　Yushi KOMACHI† and　 Keisuke Kamimura‡
情報規格調査会 SC34/WG2小委員会　　ITSCJ SC34/WG2
E-mail:  *gen@nagamura.jp, †komachi@y-adagio.com,  ‡kmmr@glocom.ac.jp
1. はじめに
ミュージアムの機能として，大きく分けて次の二つを考えなければならない．すなわち，
・収蔵

・展示

前者は，どのような方法で，どの範囲のものを，どのレベルまで収集するかという問題，後者は，どのような見せ方を行うのか（たとえばテーマ別，時系列等）という問題に集約される．
Font Museumの目的についてはすでに発表してきたが，タイミング的に収集が困難になりつつなっている対象もあり，収蔵に関する課題が喫緊の解決テーマであることは間違いない．
たとえば，専用ワープロの時代が過去のものになり，すでにそこで用いられているフォントが社会から消えてしまいつつある．これに関して，かつて専用ワープロの大きなシェアを持っていたメーカーの元幹部に取材したところでは，「専用ワープロのフォント字形についてデザイナー達に聞いたところ，当時のソースはオープンリールテープまたは集団ディスクで保存していたが，数年以上前に処分してしまい何も残っていないということである．仮にあったとしても，既に再生環境がなく、オブジェクト化もできないであろう」との返事を得た．つまり一部ではすでに収集が非常に厳しいという状況も生まれている．
しかし公開の整備が進み，システム構築上どのように見せるかを早急に検討する必要があり，若干のシミュレーションを行った．そこで本報告ではフォントの特殊性を配慮した「見せ方」の検討状況を中心にまとめることとした．
なお，公開用サイトを第１図に示す（URLはhttp://10036ra.org/wikka/FontMuseum）．
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2. 文字の特殊性について
物理的な「モノ」を展示する博物館の場合には，モノと，その簡単な説明印刷物の展示方法に集約される．しかし文字を図形として「展示」することを考える場合，モノの展示とは異なる工夫が必要である．
文字の字形（形状）を探す（あるいは確認したい）とき，接近の仕方に関してはつぎの２系統があるものと考えられる．すなわち，

・その書体名が分っている場合

・実際の字形（例）は分るが書体名は不明の場合

である．したがって，これら二つの見方が効率的にできることが好ましい．
このうち，前者は書体名を探せばよく，大きな問題はないが，図形情報から書体名を探り当てるには多用な工夫が必要である．
書体デザインから見た場合，それぞれ書体が異なれば「見た目の」特徴も異なる．そうでなければ新たな書体を開発する意味はない．しかし，その差は素人には分りにくいものである．たとえば明朝体とゴシック体の違いは誰でも分るが，古い活字明朝体である築地書体と秀英書体を比較しても，文字によっては微妙なフトコロの大きさの違いだけであることもあって，精密に測定して見なければ違いが分らないケースもある．第２図に築地書体と秀英書体を比較した図を示す．左が築地，右が秀英体であるが，極めてよく似ている．
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これは極端なケースであるが，あるひとかたまりの文字列，または単一の文字を見て書体を特定するのは容易ではない．
このような性質を持った書体の特殊性を認識しつつ，ミュージアムの検索手段について検討していかねばならない．
つぎに，仮に全文字が収集されたとしても，ある特定の文字がどこにあるのかを探す仕組みがなければ現実的な見せ方はできない．なぜなら，数十文字で構成される欧文アルファベットは別として，日本語文字のように数千字に及ぶ字数になると，順番に見ていくことしかできなければ非常に効率が悪くなってしまうからである．
この点について説明するために『漢和辞典』の文字検索を考えてみる．
配列はほとんど部首順であるが，漢字に対する部首の定義は固定ではなく，また部首の種類も伝統的な康煕字典採用の214部首とは限らない．ある漢字が，まったく別の部首に充てられていることもある．そこで，総画数，音訓等からも検索できるようになっているものが多い．
現在のフォントの大多数はJISのセットに準拠しているが，この配列は，第一水準が音訓あいうえお順，第二水準以降は部首順となっており，これに区点コードを付している．
UCSのCJK部は原則部首順である．ただしコードに関しては，JISコードとの互換性はまったくない．
さらに，漢字属性の一つである画数についても，同一字形でありながら時代によって数え方が異なるものもある．たとえば「臣」は，現在では７画に数えるが，戦前は６画に数えた．したがって新旧の資料では属性が異なる．フォンントミュージアムに収蔵した蔦友印刷の活字においても部首「臣」は６画のところに位置している。このことは検索上での注意が必要なことを意味する．ミュージアムの意義は時代を超越することでもあるから，このような点に，いかに配慮するかも重要な視点となる．
3. 活字の「見せ方」について
活字は馬（または活字馬）と称する置き台に収納され，それを文選工と呼ばれた職人が原稿に沿って拾っていった．
馬の収納順序には決められたルールがあり，まず漢字については常用される文字をグループ化し，さらにその中を使用頻度の高いもの順にカテゴライズする．そこから漏れた文字は外字として部首順に配列する．その他，仮名，記号，外国文字などが個々にグルーピングされる．
したがって古い活字字形の「展示」方法としては，馬の配列を踏襲するのがよいと思われる．ただし，上述した配列ルールを知らない閲覧者も多いはずであり，その解説は必須であろう．
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そこで，公開に先立ち研究サイト上で第３図に示す概要図を掲載した．さらに，その順序で個々の文字を一定のグループにまとめ，JPEG画像として示した．
当初のサイトではPDFにしてページめくり方式で見てもらう方式としたが，応答が遅くなるためにJPEG画像としたものである．最初に現れるのは粗画像であるが，クリックすると拡大表示される（第４図）．このような方法によってテスト版に比較して見やすくなったことはたしかであるが，これですべてが解決したわけではない．文字を見る目的が多岐に亘るためである．当該書体の全体を掴みたいという要求もあるはずであるが，その書体のある特定の文字（群）を確認したいということもある．さらに，実際の組版状態をみたいという要求があるかもしれない．これらのすべてに対応させることは，物理的には可能であっても，実際には表示のための仕組みづくりが膨大になるために現実的ではない．
さらに検討を必要とするものの，最低限の見せ方としては，今回実装した内容で進めていきたいと考えている．
4. 文字の字形から書体名を探り当てる
すべて前述したように，ある文字サンプルを元に，その書体を探して確認したいという要求に対する接近の仕方として，凡そつぎのような方法が考えられる．実際の書体表示画面に移る前に，

①　実際に当該書体で組版したサンプルを提示する

②　代表的な文字を拡大提示する

③　当該書体のデザインコンセプトを表現するエレメントを提示する

これらを検証する目的で，実際にテスト版サイト上に表示させてみた．その表示を第５～７図に示す．
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第５図は①の例で，精興社明朝体の代表的な９ポイントを用いた組版の一部をメイン画面上に表示させたものである．しかし，この程度の大きさでは，とくに72dpiという制限の中で表示してもデテールが分らず，決め手にはならない可能性もある．それならば大きく表示すれば済むのか，あるいは字数を増やすことが効果的なのか，などを検証するためにはさらに多くの実験を経る必要があろう．
第６図は②の例で，モリサワのリュウミンにおける「あ・米・永」の３字を，やや大きめに表示させた．平仮名の代表として「あ」を，漢字の代表として「米」と「永」を選定して並べたものである．しかし平仮名の代表は「あ」が適切なのか，漢字の代表は「米」，「永」が適切なのか，という点に関してはさらに緻密な分析を行わねばならない．
たとえば平仮名に関しては「な・ふ」などに多くの形状的特徴が現れるとする意見もある一方で，単純な「の」字形に，その書体の特徴を見出すとする専門家もいる．しかし，多くの見本帳で「あ」を挙げているものが多いことも事実である．
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つぎに漢字であるが，「永」を挙げるものは多く見られる．これは書道でいう「永字八法」から来ているものと推測される（第８図）．すなわち，とくに楷書体において，「永」字はすべての要素を兼ね備えており，まず，この文字を練習すれば他の文字もうまく書ける，とするものである．しかし，これをそのまま明朝体に当てはめられるとは考えにくい．
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第９図に「あ・永」による書体見本の例を示す（精文堂新光社『基本　日本語活字見本集成 OpenType版』2007 より転載）．同図において，右からリュウミンR-KL，FOT-筑紫明朝ProR，イワタ明朝オールドPro，本明朝-M，モトヤ明朝３であるが，少ない文字の種類で書体を特定することの難しさが理解できよう。
もう一つ，「米」を入れたが，この文字を代表文字とする考え方はほとんどないであろう．それにも関わらずあえて入れたのは，この文字のエレメントは縦画，横画，右ハライ，左ハライ，押さえ（点）がバランスよく配置され，文字の平均的黒味の計測文字として有効であるためである．この文字を見れば，その書体の黒味が分る．これに「国」を追加すれば字面の大きさも見ることができ，さらに効果的かもしれないが，これについても詳細な実験を必要としよう．
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第７図は③の例で，写研・石井明朝体のエレメントを表示させたものである．ただし，ここではややウェイトの太いものを用いた．第10図に拡大図を示すが，エレメントの特徴を十分に伝えている．しかし，この特徴を専門家以外の人がどれだけ正確に認知できるかについては，やや疑問でもある．
このように，文字の図形的特徴から探したい書体に接近する方法として確実なものは，まだ見出せていない．公開に臨み，さらに分析していく必要がある．
5. フォントの見せ方

TrueTypeフォントの出現以来，標準的な文字構成，コード体系が採用されるようになった．したがって，このようなフォントについては活字とは異なる表示の仕方が可能になっている．
テストサイトに収載した「リョービ本明朝」が，その一例である．ここではシフトJISコード順に配列し，個々の文字コードも分るようなフォームにした．したがって文字コードから個々の文字を探し出すことは容易である．ある文字がどのコードに割り当てられているかは，IMEなどによっても知ることができるから問題にはならないであろう．
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第11図にその表示状態を示す．この場合でも，実際には前節の工夫が必要である．
6. むすび

以上のように，公開に当って考慮すべき事柄のうち，とくに表示（展示の仕方／見せ方）に関する若干の考察と実装を試みた．その過程で明確になったことは，

・活字の見せ方とフォントの見せ方には，かなり本質的な差があり，同一視することはできないこと

・活字・フォントに関係なく，文字の図形サンプルから当該書体に接近する方法には，まだ課題が多いこと

・その課題解決のためには，かなり詳細な実験・分析を必要とすること

・スムーズな閲覧のためには，画像フォーマットにもさまざまな工夫が必要であること

などが確認できた．
しかし，テスト版サイトを立ち上げたことでリョービイマジクスから正式にデータの提供を受けることができたことなど，このミュージアムの意義は浸透しつつあるとも言え，本格的な公開と，並行して文字収集へのさらなる努力が必要であり，関係各位のご協力を今後ともお願いしたい．

本件について議論いただいているITSCJ SC34/WG2の委員の皆様に感謝する．
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第１図　公開用サイト





第２図


築地体と秀英体





第３図　活字書体のインデックス





第４図　活字書体の字形表示（拡大図）





第７図　特定の文字を用いた例





第６図　エレメント集合を用いた例





第５図　組版の一部を用いた例





第９図　書体による「永」と「あ」の字形の違い





第８図　永字八法





第10図


明朝体エレメントの例





クリック





第11図　コード順に配列させたグリフの表示例
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